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難 (i)
京 都 帚國 大 學 物 理 化學 研 究 室 昭 和
三 年度 研 究 成 績 發表 討 議會
三 月 二 日午 後 一 時4≧よ り樂 友 會 館 に 於 て 物 理 化學 研 究 室 昭 和三 年
度 に於 け る研 究 戊 績 表 討 議 會 を 開 き ま い 二。 演 題 内 容 の 大 略 は次 の
様 で あ り ます。
i.ワ ィグル ト效 果 の 研 究 水 銀 銅 の ハ ラ イ ドに 就 て
粟 津 三 郎
0ネ ル ンス トu'L恒數 測 定 法0)改良 磯 谷 延 治
ネ ル ン ス ト透 電 恒 敷 測a法 に於 け る感 雁 コ イル の代 りに熱 電 子 管
を川 ひ.ナニる發 振 器 を 用 ひ,ネル ン ス ト法 よ り もfb3か く測 定 し得 る
蓄 電 器 を 考 案 し,二三 の 物 質 の透 電 恒數rY849定した,
3.樟 腦 の 蒸 氣1鴨並 に蒸 發 逑 度 測 定 窪 川 眞 男
特 に注 意 して#ri'し.,二試 料 につ き樟 腦 の 蒸 氣 壓 の 測 定 を な し,蒸發
逑 度 の 計 算 を行 ぴ 一 方 籏 散逑 度 の 測 定 及 び 直接 蒸 發 逑 度 の 測 定 か
ら出 した 蒸發 迷 度 の値 を 比 較 して論 じ樣 と思 ふ,
4還 元 ニ ツケ ル に よ る一 酸1匕炭 素 の 分 解 李 泰 圭
2⑳C附 近 の温 度 に於 て この 反應 は 完 全 に 不 可 逆反 應 な ゐ こ とを 確
めi二.豫 報 以 後 の 新 しい 結 果 か ら豫 報 に 於 け るそi2とを闊 聯 せ し
めて 此 の 反 態 の 機 構 を 考 へ様 と思 ふ。
5・ ワ イグ ル ト效 果 の 研 究 ゴ三と して 光SR化銀 に就 τ
今 堂 健AE
主 と して 光 盟.化銀 に就 て 偏 光 スペ ク トル に て ワ ィグ ル ト效 果 を起
し,スペ クFル の 各部 分 に 於 け る蚊 果 の 時 間 的 變 化c8Pl定し9二。 そ
■
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(2) 雜 報
s.還 元 銅 の 水 素 吸 清 内 田 繁 三
酸 化 銅 を 還 元 して 作つf二觸媒 銅 に就 て 各 温 度 に 於 け る水 素 吸>Yi
iligii:しナこ。
7。 コ ロ イ ド粒 子 の大 さの5.配 小 田 切 瑞 穂
自然 沈 降 を利 用 しで 寫 眞 法 に よ り粒:子大 さの 分 配 駄 態 を 論 じこれ
に依 つ て 鹽fC,:リウ ム と硫酸 の溶 液 を 混 合 して 生 す る懸 濁 液 に就
て 測 定 を 行 つ 鴬。
8.蓮 動 電 氣 塚 テ ン シャル 並 に熱 力 學 電氣 ボ テ ン シヤル 測 定
古 谷 登
昨 年 硝 子 毛 細 管 を 川 ひて の 流 動 電位 測 定 法 を蓮 べ,且つ二 三 電 解 質
の 硝 子一 水 聞 のSボ テ ン シヤ ル に及 ぼす 影 響 を逋 ペ ナニが,其後 多數
の 電 解 質 に就 き これ を檢 し,一定 の 結 果 を 得 九 か らその 結 果 を 報 告
し,併せ て ハ,:の 硝 子 電極 に よ り硝 子一 液fii]のε.ボテ ン シヤ
ル に就 て二 三電 解 質 の 作 用 を報 告 し様 と思 ふ,
9.κ ヶ レル效 果 に 就 て 逑 水 永 夫
酸 化 第 一 銅 電 極 の アル カ リ溶 液 の 軍 衡 系 に於 け るκ ケ レル效 果 の
定 量 的 測 定 結 果 な 述 べ,其の熱 力 學 的 考 察 を試 み,其の 機 構 を 論 じ樣
とc:,S.。
10.鹽素 及 び 水 素 の 光 化 學 的結 合 市 川 祓 治
愚 去一 ケ年 開 に於 け る實 驗結 果 に就 て 簡 單 に 報 告 しその#$#N;に及
ぷ。
・・ 光 ・よ ・腥質麗 脚 變化'?idAlj潔 。イ葛蕩
或 種 の 膠質 の滲 透 壓 か 光 のTSBAIにて 著 しい變 化 を楽 す こ とを認 め
3一か ら其 實驗 に就 て=rべ る.
以 上
